
 

 

 

 

 

   

 新型コロナウイルス感染症について 
   6 月 19 日～25 日までの１週間に、埼玉県内の１医療機関あたりの新型コロナウイルス感

染者数の平均人数は 7.18 人となりました。年代別では、１０代が最も多く３８５人、次いで

２０代が 275 人、５０代が 256 人、４０代が 252 人となっています。（さいたま NEWS WEB

より）  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

   

 

●アレルギー症状による、鼻水・咳・喉の痛み  

 ●夏風邪による、鼻水・咳・のどの痛み・発熱・だるさ  

 ●軽度の熱中症による、発熱・だるさ  

 ●新型コロナウイルス感染症による、喉の痛み・発熱・だるさ 

 
喉の痛み・発熱・だるさなどの症状があるときは、医師の診察を受けてください。 

生徒のみなさん・ 

保護者の方へ 
６月３０日に定期健康診断の結果を配付しました。 

学校の定期健康診断は、スクリーニング検査で、疾病の診断を行うものではありません。健康診断に 

より詳しい検査が必要となったら、早期に医療機関を受診してください。 

特に、３年生は、受験を控えていますので、必ず夏休み中に受診して治療を済ませましょう。 

また、健康診断結果のデータを基にして自分の健康についての理解を深め、より健康な状態を保てる 

よう、ご家庭でもご協力をお願いいたします。 

       

健康診断結果についてのご質問は、保健室へお問い合わせください。 

川口市立岸川中学校 保健室 令和５年７月 4 日発行 

「汗」をかこう！ 
水筒、着替えを用意しよう 

 私たちの体は、汗をかくことで体温の上
昇を防いでいます。 
汗をかいたら、水分・塩分を補給して、

熱中症を防ぎましょう。着替え（体操着）
を用意しておくと、快適ですね。 
  
 
  

 

6/19～6/25は、7.18人に増えました。 

喉の痛み・咳・発熱などの

原因は、さまざまです。 

 自己判断によって、症状

が悪化することもあります。 

定期健康診断の結果について 

 



歯・口の健康啓発標語コンクール 

 

  ６月の保健だよりで、お知らせしました「歯・口の健康標語啓発コンクール」に、多数投票いただき 

 ありがとうございました。投票の結果、PTA賞・学校歯科医賞が決定しましたのでお知らせいたします。 

 

PTA賞     百年時代 元気に生きる 歯とともに    １年１組  白川絢菜さん 

歯を磨こう 笑顔は輝く 口元で        ２年１組  大貫冴恵さん 

               歯の重み 失くして気づく大切さ        3年 2組  大島十旭くん 

学校歯科医賞  脱マスク 輝く笑顔は 白い歯で    １年１組  根本琥牙くん 

 

          

 

 

   

学校から、申し込みはでき
ません。 
 
参加を希望する人は、各
自で申し込み手続きを行
ってください。 

目の前で人が倒れていた

ら、あなたはどのような行

動をとりますか？ 

倒れている人は、あなた

にとって、かけがえのない

大切な人かもしれません。   

その人の命・予後を変える

のは、その場にいる、あなた

の勇気と行動なのです。 

この機会に、あなたにと

って大切な人の命を救うた

めの知識や技能を学びませ

んか？ 

  

夏休みに、チャレンジしてみませんか？ 


